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通信能力の最大活用による社会・経済成長への貢献

 将来、サービスに応じ通信機能/能力をカスタマイズして利用することが可能に
 ベストエフォートではなしえない新サービスの創出には仮想通信環境整備が重要
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データ通信ネットワーク

電話等一部のデータを除き、データサービスはその
特性によらずネットワークのリソースを平等に利用
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サービスベースの通信

低遅延や容量、信頼性等の通信機能/能力をカスタマ
イズしサービスに適した最適なネットワークを形成

通信能力の最大活用は、現状では成しえない高度なユースケースを生み、社会・経済の成長に大きく
貢献、そのためにはソフトウェア制御が可能な仮想通信環境を整備することが重要

実現するためには、仮想化された通信機能をサービス側がどのように利用できるか/利用すべきか
「国民の安全・安心」と「社会・経済の成長」双方を鑑みた仕組みとルールの形成が重要

…
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通信における公平性の考慮も必要
一方、公平なサービスの創造も重要なテーマ、ベストエフォートで通信を利用する
企業と通信事業者のサービスにおける対等・公平な扱いも議論が必要

環境変化と競争上の課題

 電気通信事業者は”通信の秘密”の原則に基づき、流通する
データの利活用(把握・分析・再利用) 不可 (データの接続先、
時間、データ量といった通信情報のみ扱うことができる)

 OTTは、自身のサービス情報だけでなく、デバイスが扱う
様々なユーザデータを把握・分析、自身のサービス向上に
活用可能

 IoT・多様なデバイスの普及により、将来はあらゆる
実世界情報がデジタル化の対象となり、扱うことができる
デジタル情報の格差がサービス競争環境に大きな影響を
及ぼすことに

OTT自社サービス

OTT
デバイス

電気通信事業者網 インターネット 他OTT
サービス

通信の秘密

不公平なデータの扱いにより電気通信を活用したサービスの正当な競争が阻害される恐れ

課題を解決するための方向性(案) データの扱いに関する不公平性の是正

 デバイスの多様化
 実世界のあらゆる情報がデジタル化
 扱えるデータの幅がサービス競争を左右
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自社サービスに限らない
様々なデータを

自社サービスの改善に利用可能

…

※ 特別委員会ヒアリング(18年10月)当社スライドの一部再掲
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仮想化された通信のオープン化における論点
 通信の”オープン”と”クローズドオープン”は一長一短
 通信をどの程度オープンにすべきか、ネットワークを跨いだサービス提供の
必要性の観点も含め、日本らしい通信産業モデルとは何か、議論が求められる
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ネットワークを跨いだサービス提供の必要性も？
 通信設備を利用する側は、通信ネットワークに
依存せず、単一のサービスを同一品質・パフォー
マンスでエンドユーザーに提供したいケースもあ
ると想定。

通信をどの程度オープンにすべきか？
 通信のオープン(ホワイトボックス化)とクローズ
ドオープン(ブラックボックス化)は一長一短

 「新サービス創造による社会・経済の成長」と
「国民の安心・安全と誰でも扱える公平性」
を鑑みどのような政策・ルールが適切か

 経済原理を働かせるため、通信機能利用者と通信
設備保有者間の精算は、通信機能利用者のサービ
ス収益の一部を通信設備保有者にフィードバック
する等の新規性のあるモデルも考え得る

NW B
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通信のブラックボックス化？ホワイトボックス化？
 通信設備を保有する側と利用する側のインターフェイス(境界)の定義が重要に
 サービス提供者と通信設備保有者の間のどこでインターフェイスをとるかにより
オープン化の度合いが変化

 通信機能のブラックボックスとホワイトボックス、どのようにバランスをとるか

アプリケーション

ネットワーク機能
NWハード制御機能

NWハード
アンテナ
光伝送 等

ソフトウェア化された通信

オーケストレータ
仮想ネットワークの生成

サービス基盤
サービスに必要な共通機能
オーケストレータ連携
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(オープン度)低 高

アプリケーションが必要と
するサービス要件等情報

サービス要件を満たすために
ネットワークが満たすべき

品質情報

品質情報を満たすように
ネットワーク装置を動的制御

する情報

各インターフェイスの情報イメージ
サービス提供
事業者

通信設備保有
事業者

流
通
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ルールの考え方

通信インフラの機能を扱う事業者については電気通信事業者のような一定
の認定制度を導入することが有限な国民資産の保護に不可欠

 以下のような観点での審査が求められる
• 通信機能を利用する企業・団体の安全性
• 電波等国民資産利用に適した用途
• 通信理解＋産業基盤構築/運用能力

 日本社会・経済の成長加速のため、海外企業
と国内企業については区分なく認定されるべ
きと考えるが、国民に関するデータをどのよ
うに管理するかは別議論が必要
(保存される場所、保存されるデータ等)

通信設備を設置する主体

通信機能を活用する主体

電気通信事業者

電気通信事業者に
類する認定事業者

通信インフラの機能を扱う

ベストエフォート利用ではない、通信インフ
ラの機能を扱う事業者は電気通信事業者に類
する一定の認定制度の導入が望ましい
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仮想化時代に向けたNECの取り組み
長年培ってきた技術知見・ノウハウを梃子に、通信ネットワークインフラのソフト
ウェア化、ネットワーク制御技術、また、アプリケーションとネットワーク連携の
領域における技術開発を推進中

世界初、新ネットワーク制御技術「OpenFlow」に対応したネットワーク製品を
販売開始

SDN事業を強化

世界初、プログラマブルな高機能仮想網を日米間でのマルチドメイン環境で実現

世界初仮想化モバイルコアネットワークソリューションを発売

世界初 仮想化MVNOソリューションを発売

マルチベンダー環境におけるモバイルコアネットワークの仮想化実証実験に成功

通信キャリア向けSDN/NFV領域におけるグローバル体制を強化

NTTドコモのネットワーク仮想化技術開発のパートナーベンダーに選定

通信事業者向け仮想化IMSソリューションを開発

ONF策定のReal Time Media Northbound Interfaceを世界初実装
世界初、広域ネットワークで安定した通信環境を提供するSDNの
基盤技術を確立・検証

仮想化時代に向けた取り組みの一例 NTTドコモの商用ネットワークに仮想化モバイルコア（vEPC）を納入
NTTのSDN/NFV実証実験に貢献～NFV領域のオーケストレーションを
実現～
沖縄プロ野球キャンプの放送映像を用いてSDNを活用したIoT向けネットワーク
制御の実証実験を実施
5G向けにC-RAN構成の超多素子アンテナ基地局システムを開発

ネットワーク仮想化のオーケストレーション機能に関するエコ
システム形成に貢献
NICTと共同でAIを活用したトラフィック分析によるサービス自動分類の
実証実験を実施
通信トラフィックを高度に制御する「Traffic Management Solution」を5G
向けに強化
オープンAPIを活用した産業横断イノベーションの研究会「API 
Economy Initiative」を発足
O-RANフロントホール開発とマルチベンダーRANの推進へ

O-RANフロントホール仕様準拠の5G基地局装置を開発

楽天モバイルとNEC、オープンvRAN対応の無線機を日本国内で製造

AWS上で運用可能な高品質・高信頼のモバイルコア
ソリューションを製品化

５G時代の多様なトラフィックに対応する仮想モバイルコアを開発

11年

15年

17年

19年

※ 当社プレスリリースより

SDN/NFV

オーケストレータOpenFlow

アプリ・NW
連携/協調

オープンRAN
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1 柔軟に、安心に 簡単に、迅速に2 必要な人・モノに、
必要な情報を3

の提供価値

海底から宇宙まであらゆるものをつないできた技術で、
ネットワークを自由自在に操る

安全・安心・効率・公平
な社会の実現
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通信産業と他産業の連携と、グローバル競争力強化

通信知見の他産業での有効活用や、他産業を含めた通信に対する技術投資強化、
グローバル競争力強化などを実現するため、省庁間の一層の連携にご協力頂きたい

 通信を活用した経済価値・社会価値の創造を加速させていくことが一層必要
 然しながら他産業は通信知見やノウハウに乏しく、産業間協調する仕組みが重要
 社会・産業のサービス高度化に寄与する研究開発や人材の育成、標準化活動などは
投資を含め通信産業と他産業間での連携を強化することが必要

 中長期的視点で、通信と通信を活用する産業のグローバル競争力の強化が必須

 通信機能を扱う側を産業横串でプラットフォーム化、通信知見人材/投資を集約し効率化
 成長領域として、他産業からの投資を含めた通信技術開発への積極的な投資投入
 政府による通信インフラの敷設、及びその利用の働きかけによる、産業の通信利用促進
 通信と他産業利用の成果をパッケージにしてグローバルへ展開 (例:鉄道、交通制御など)

関係省庁一体で、通信を活用した産業の高度化、Society5.0の加速にご協力を

課題を解決するための方向性(案) 通信とその利用を活性化する、産業を跨いだ統一的な仕組みづくり

課
題
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